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第
一
一
回
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
概
要
日
時
二
〇
一
五
年
七
月
二
四
日
（
金
）
一
六
時
三
〇
分
〜
一
八
時
場
所
東
京
女
子
大
学
一
号
館
一
三
一
会
議
室
報
告
者
奥
波
一
秀
氏
（
日
本
女
子
大
学
准
教
授
）
論
題
丸
山
眞
男
と
音
楽
に
ま
つ
わ
る
い
く
つ
か
の
謎
丸
山
眞
男
に
と
っ
て
の
音
楽
と
い
う
問
題
を
、
丸
山
文
庫
の
手
沢
本
の
調
査
、
丸
山
の
周
辺
の
音
楽
論
の
検
討
な
ど
を
通
し
て
、研
究
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
長
谷
川
如
是
閑
、
佐
々
木
幸
徳
、
宮
澤
俊
義
、
内
田
義
彦
ら
の
音
楽
論
と
の
対
比
を
通
し
て
、
丸
山
の
音
楽
論
の
解
明
を
試
み
る
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
の
事
実
関
係
等
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。
如
是
閑
は
、
戦
前
・
戦
中
、
国
民
性
と
音
楽
と
の
関
係
、
日
本
の
国
民
音
楽
の
条
件
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。
音
楽
を
そ
の
背
後
の
生
活
と
の
関
係
か
ら
見
る
視
線
な
ど
、
丸
山
と
も
通
じ
る
音
楽
論
も
目
を
引
く
が
、
と
く
に
時
局
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
日
本
の
国
民
音
楽
に
と
っ
て
、
出
自
が
外
来
か
ど
う
か
は
重
要
で
は
な
い
、
と
の
指
摘
が
興
味
深
い
。
同
時
期
、
宮
澤
俊
義
は
、
西
欧
崇
拝
と
排
外
主
義
の
双
方
を
批
判
す
る
一
文
を
記
し
て
い
る
が
、
力
点
は
お
そ
ら
く
、
当
時
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
国
粋
主
義
的
な
動
き
を
牽
制
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
宮
澤
に
は
、
当
時
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
「
音
感
教
育
」
に
つ
い
て
、
一
定
の
留
保
は
し
な
が
ら
も
、
期
待
を
述
べ
た
一
文
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
音
楽
に
つ
い
て
の
思
考
は
、
決
し
て
丸
山
だ
け
に
特
異
な
こ
と
で
は
な
く
、
前
後
左
右
に
み
ら
れ
た
。
と
く
に
佐
々
木
幸
徳
の
音
感
合
唱
・
音
感
教
育
の
影
響
が
着
目
に
値
す
る
。
丸
山
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
宮
澤
俊
義
、
野
田
良
之
と
と
も
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
音
感
合
唱
教
室
に
通
い
、
佐
々
木
の
音
感
教
育
実
践
・
思
想
に
ふ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
の
音
感
教
育
の
思
想
的
意
味
は
、
戦
後
の
雑
誌
『
未
来
』
座
談
会
で
の
、
内
田
義
彦
と
の
や
り
と
り
に
も
反
響
し
て
い
る
。
内
田
も
実
は
、
佐
々
木
音
感
合
唱
の
（
間
接
的
な
）
弟
子
で
、
丸
山
と
と
も
に
強
調
し
て
い
る
の
は
、「
和
音
」
の
重
要
性
で
あ
る
。
明
治
以
来
、
西
欧
的
な
音
階
と
旋
律
と
は
、
す
で
に
土
着
化
し
た
が
、
西
欧
近
代
音
楽
の
核
心
と
し
て
の
「
和
音
」
は
い
ま
だ
、
日
本
人
の
耳
に
は
馴
染
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
を
移
入
・
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
、
戦
後
丸
山
の
音
楽
啓
蒙
の
課
題
だ
っ
た
。
「
和
音
」
は
、
内
田
や
丸
山
に
と
っ
て
は
、
高
尚
な
音
楽
趣
味
の
問
題
で
は
な
く
、
和
音
を
可
能
に
す
る
「
合
理
化
」
の
問
題
で
あ
っ
て
、
西
欧
の
普
遍
的
合
理
性
の
代
表
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
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